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　本稿では、超長期にわたって主要株式市場で観察されているハロウィーン効果／デカンショ節効果を、実務的
に収益化する手法を提案する。こうした季節性変動は、ファンド・マネジャーの評価時間軸を超えて発生するが
故に放置されているが、個別銘柄の季節性変動（旬）を探索しながら銘柄を組み合わせることで、収益化が可能
となる。ここで提案する手法を多くのパラメーターを用いて実験した結果、規模効果、バリュー効果を考慮後も
安定的なαの源泉になり得ることが分かった。
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